
  

 

                     山下 久美子 

 昨年の年末に東アフリカのタンザニアに行く機会に恵まれた。おそらく、こ

んな機会はもうないだろうと思い、慌ただしい年末だが行くことに決めた。と

いってもさしたるアフリカの知識はなく、キリマンジャロの山をみたいのとサ

ファリで動物や自然に触れたいという好奇心だけで動いてしまった私である。

愛知のＫさんのお世話で８人の旅行となった。Ｋさんの知り合いの徳恵先生が

海外青年協力隊でタンザニアに赴任していて３月に帰国予定なので、会うには

この年末しかないということだった。通訳は私がスリランカでお世話になった

佐藤夫妻だ。しかし彼女は、もうひとりの若い先生とキリマンジャロ登山に向

かうので、到着したその日だけ、一緒に過ごせた。私も半分はキリマンジャロ

登山に心が動いていたのだが、高山病が心配なため、断念した。このアフリカ

紀行は３回に分けて報告したいと思う。文才がない上に退職して、久しぶりに

パソコンで文字を打っている状態です。我慢して読んでいただけたら嬉しい限

りです。まずは、タンザニアの首都は、トドマであるが、実質経済的な中心を

なしているのは、ダル・エス・サラームである。(以後ダルと略す)一日目と最後

の日にこのダルに宿泊した。このダルの町の様子から報告しよう。 

 

２３日、関空から２３時３０分夜中にドーハへ旅立った。ドーハに着いたら日

の出を見た。大きな空港で、ダルへの乗り継ぎは、バ

スでかなり乗っての移動だった。ドーハまで１２時間

これからダルまで約６時間。計１８時間かかってダル

に到着する。着いたのは、２４日の午後１時半である。

時差は６時間。飛行機から降りる前に、時計を回して、

今からアフリカでの生活が始まるのだと疲れた体に鞭

打ち心に言い聞かせていた。 

ダルはアラビア語で「平和な港」という町の名前だそ

うだが、タンザニアの経済的中心をなすようになって、

経済の自由化の結果、都市に流入してきた人が多く、

治安は非常にに悪化しナイロビ並だ。(地球の歩き方よ

り) 飛行機の中で降りたら、絶対カメラと現金を見せ

ないことと注意された。空港に降り立つと、３０度を

超える熱帯だ。 

空港では、徳恵先生が待っていてくれた。知り合いのドライバーの車に分譲し



て、ホテルに向かった。私の乗った車は、舗装された道路ではなく、でこぼこ

道をくねくね曲がりながら走るので本当にホテルに着くのか怖くなってきた。

無事に到着したが、ドライバーがタクシーではないので、自分の知っている道

で早く走らせてくれたようである。空港に着く早々冷や冷やした。 

ティンガティンガ村 

そして、ホテルに着くと時間があったので、ティンガティンガ村に歩いて連れ

て行ってもらった。途中デイゴの花やアメリアという白い花がきれいに咲いて

いるのでビデオを回し、景色を撮っていたら、マサイの青年が二人自転車で通

り過ぎた。ビデオに自分たちが映ったと思い「wait」と止められ、ビデオを没

収されそうになったが、徳恵さんのおかげで、映像をすべて消去することで事

なきを得た。一人で歩いていたら、とんでもないことになっていた。背筋がぞ

くぞくして、それ以来、人の顔を取るのは極力やめて、訪ねてからとることに

した。一人では外出できない国だ。私の無知なるが故の行為で迷惑をかけてし

まった。 

しかしテインガテインガ村では、あたたかく迎えてくれた。 

 ティンガティンガとは、六色のペンキを使ってカ

ラフルな色彩で、タンザニアの豊かな自然や動物、

人々の生活を明るいタッチで描くアートです。 

この工房には、１００人の職人と訓練生がいて、共

同工房になっていて、展示販売している。            

そしてこのティンガティンガの絵は、日本でも展覧

会が、東京や名古屋で開かれていてテレビでも紹介

されたそうである。私は、ぜんぜん知らなかった。かなりの高額で売れるそう

だ。写真の人は Artistdeで AbdulA.Mkura さんです。何度も東京や名古屋や大

阪に来て日本語がとても上手でした。テレビにもでたそうです。絵は、日本で

買うと数万円します。私は、小さい、コップ敷きや壁掛け用を買いました。５

００円ぐらいです。名前も描いてもらいました。物価は安いです。次の号で紹

介するザンジバル島に住んでいる、日本の島岡さんたちが橋渡しをして展覧会

を企画してアフリカの画家を育て、自立を助けているそうです。 

とてもきれいな絵が処狭しとおいてありました。 

               



 食事 

ホテルにもどり、近くのレストランに夕食を食べに行

くことにした。 

まずは、ビールで乾杯。ベジタブルやピザがいっぱい

何と言ってもロブスターがおいしい。大きくて中身が

いっぱい。食事の心配はしなくてもよさそうだ。うれ

しい。                                                                                      

  

ホテルにもどると、ロビーにアフリカの遊び道具が置いてあった。やり方を説

明してくれるのだが、今一つわからない。穴のなかに、小さい玉を入れていき、

取り合いをするそうだ。 

 

部屋には蚊帳がついて

いる。マラリアが一番心

配で、虫よけスプレーは、

必需品だ。やっと旅の疲

れがとれる。  

 

 

 次の日は、徳恵先生ら二人は４時起きでキリマンジャロ登山に向かった。見

送ることができなかったが、彼女のおかげで、ホテル

をお世話してもらい、楽しい一日を過ごせることがで

きた。彼女の赴任地はこのダルからバスで６時間もか

かるそうだ。食事も豆やおいもを食べていて、貧しい

そうだ。久しぶりにごちそうを食べたと言っていた。

昨日の遊びを教えてくれたホテルマンにさようならを

して、国内線で世界遺産のストーンタウンのあるザン

ジバル島へ向かった。 

                              次号に続く 


